
柏 市 下 水 道 事 業 中 長 期 経 営 計 画 （ 案 ） の 概 要  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

背 景  
● 急 速 な 都 市 化 に よ る 人 口 の 急 増  

● 手 賀 沼 等 の 水 質 汚 濁 の 顕 在 化  

 

人 口 急 増 に 伴 い 施 設 ・ 設 備 の 整 備 を 推 進  

 

今 後 の 課 題  
● 老 朽 化 に 伴 い 更 新 投 資 が 急 激 増 大  

● 人 口 減 少 に 伴 い 使 用 料 収 入 が 減 少  

 

厳 し さ を 増 す 経 営 環 境  

 

経 営 計 画 策 定 の 背 景 と 目 的  

 柏市は市制施行 65 周年を経過し，人口 40

万人を超えるまでに発展してきましたが，将

来を見据えると，少子高齢化と人口減少が加

速していく時代が到来しつつあり，今後はこ

のような状況に対応する行財政運営の基礎と

なる財源の確保，経営資源の配分等をどのよ

うに実践していくのかが課題となってきま

す。 

《柏市の下水道事業》 

●昭和 35 年に事業着手 

●人口急増期に集中的に施設・設備を整備 

●執行体制：下水道経営課・下水道整備課・

下水道維持管理課・（※一般会計の担当部署

として）河川排水課 

●下水道処理人口普及率：90.3％（H30 年

度末） 

 今後，下水道事業の経営環境は次のような

理由から厳しさを増していくものと考えられ

ます。 

●施設の老朽化により，修繕・更新需要が増

大 

●浸水対策，地震対策，合流式下水道の分流

化等への対応も必要 

●将来的に使用料収入が減少（水需要量の減

少） 

 このような背景から，下水道サービスを将

来にわたり安定的に提供するため，平成 28

年度から令和 7 年度までの 10 年間を計画期

間とした「柏市下水道中長期経営計画」を策

定したところですが，事業の進捗状況等を考

え，後期 5 年間に向けた見直しを行いまし

た。 

図 １  経 営 計 画 見 直 し の 背 景 と 目 的  

 

図 ２  本 計 画 の 期 間  

経 営 理 念 と 基 本 方 針  

 柏 市 下 水 道 事 業 の 将 来 像 を 「 施 策 」 ， 「 経 営 」 の 観 点 か ら 整 理 し ， 柏 市 総 合 計 画 を

踏 ま え た 上 で 「 経 営 理 念 」 ， 「 基 本 方 針 」 を 次 の よ う に 設 定 し ま し た 。  

経 営 理 念  

基 本 方 針  

下 水 道 サ ー ビ ス を 将 来 に わ た り 安 定 的 に 提 供 す る  

快 適 ・ 環 境 ： 市 民 の み な さ ま の 快 適 な 生 活 を 支 え る と と も に ， 未 来 に つ な ぐ 豊 か

な 水 環 境 の 保 全 と 環 境 に 優 し い 循 環 型 社 会 の 推 進 に 貢 献 し ま す 。  

安 心 ： 安 全 で 安 心 で き る 暮 ら し を 守 り ま す 。  

持 続 ： 健 全 経 営 の も と で 施 設 の 機 能 を 維 持 し 安 定 し た 事 業 経 営 の 持 続 性 を 確 保 し

ま す 。  

下 水 道 サ ー ビ ス を 将 来 に わ た り  
安 定 的 に 提 供 す る た め に ・ ・ ・  

● 財 政 マ ネ ジ メ ン ト の 向 上  

● 事 業 の 進 捗 状 況 等 を 考 え た 見 直 し が 必 要  

 

柏 市 下 水 道 中 長 期 経 営 計 画 の 見 直 し  

【 素 案 】 P 2 4  

【 素 案 】 P1， 2， 10 



 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施 策 の 方 向 性 と 目 標  

 柏 市 下 水 道 事 業 の 施 策 体 系 に つ い て ， 施 策 の 分 類 別 に 「 現 状 及 び 課 題 」 を 整 理

し ， そ れ に 対 す る 「 具 体 的 施 策 」 と そ の 目 標 を 以 下 に 示 し ま す 。  

 

 北 部 区 画 整 理 事 業 区 域 内 を 含 む 未 普 及 地 域 の 下 水 道 整 備 を 進 め ま す 。 ま た ， 水 環 境

保 全 や 循 環 型 社 会 の 推 進 に 資 す る 事 業 と し て ， 手 賀 沼 の 汚 濁 負 荷 削 減 の た め の 合 流 区

域 の 分 流 化 や ， 下 水 熱 利 用 に つ い て 検 討 を 進 め ま す 。  

施 策 の  

分 類  
具体的施策 評 価 指 標 等  

単

位  

実 績  

（ R1 ）  

前 期 目 標  

（ R2 ）  

後 期 目 標  

（ R7 ）  

後期 5 年 間

の事 業 費  

汚水対策 

 
 

未 普 及 地 域 の

解消 

下 水 道 処 理 人

口普及率 
％  90 . 3  91  92  

25 . 12

億 円  

環境保全 

 
 

 

手 賀 沼 の 汚 濁 負

荷 軽 減 （ 合 流 区

域の分流 化）  

合 流 式 下 水 道

改善率 
％  21  21  26  

4 .1 5

億 円  

創エネルギー 下水熱利用 ―  未 実 施  
先 進 事 例

研 究  

導 入 可 能

性 検 討  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 雨 水 （ 浸 水 ） 対 策 と し て ハ ー ド （ 雨 水 管 ） の 整 備 や ソ フ ト 対 策 を 進 め る と と も に ，

総 合 地 震 対 策 計 画 で 策 定 し た 事 業 を 進 め ま す 。  

施 策 の  

分 類  
具体的施策 評 価 指 標 等  

単

位  

実 績  

（ H 3 0 ）  

前 期 目 標  

（ R2 ）  

後 期 目 標  

（ R7 ）  

後期 5 年 間

の事 業 費  

雨水(浸水)
対策 

 

 

ハードの整備 

下 水 道 に よ る

都 市 浸 水 対 策

達成率 

％  
40 . 7  

（ 2 2 . 1 ）  

41  

（ 2 2 ）  

42  

（ 2 3 ）  

34 . 75

億 円  

地震対策 

 

 

 

下 水 道 総 合 地

震 対 策 事 業 の

推進 

下 水 道 総 合 地

震 対 策 事 業 の

実施状況 

―  実 施  実 施  実 施  
7 .1 8

億 円  
下水道 BCP の

継続 

下水道 BCP 訓

練の実施回数 
回  1  1  1  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

快 適 ・ 環 境  

 

図－４ 熱回収技術の事例 

出 典 ： 「 下 水 熱 で ス マ ー ト な エ ネ ル ギ ー 利 用 を ～ ま ち づ く り に お け る

下 水 熱 活 用 の 提 案 ～ 」 （ 国 土 交 通 省 下 水 道 部 ， 2013）  

 

図－６ 内水ハザードマップ 出典：柏市ホームページ 

 

 

 

【 素 案 】  

P13,27～ 28 

【 素 案 】  

P10～ 11, 

P20～ 23 

【 素 案 】  

P14～ 15 

P34～ 36 

 

【 素 案 】  

P16～ 17 

P37～ 39 

 

安 心  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図―７ ストックマネジメントの導入事例 

出典 ： 下水 道ス ト ック マ ネジ メ ン ト支 援 制度 （国 土 交通 省 ，平 成 29 年 3 月）  
 

 

 

 下 水 道 施 設 の 老 朽 化 に 対 し て ， ス ト ッ ク マ ネ ジ メ ン ト 手 法 を 継 続 し て 適 切 な 維 持 管

理 ・ 改 築 を 実 施 し ， 耐 用 年 数 を 経 過 し つ つ あ る 篠 籠 田 貯 留 場 を 改 修 す る と と も に ， 市

民 と 協 働 し な が ら 下 水 道 事 業 の 経 営 健 全 化 に 努 め ま す 。  

施 策 の  

分 類  
具体的施策 評価指標等 

単

位  

実 績  

（ R1 ）  

前 期 目 標  

（ R2 ）  

後 期 目 標  

（ R7 ）  

後期 5 年 間

の事 業 費  

老 朽 化  

対 策  

 

管きょの改修 

ス ト ッ ク マ ネ

ジ メ ン ト 計 画

の策定 

―  策 定 済  
評 価 ・  

見 直 し 検 討  

評 価 ・  

見 直 し 検 討  

76 . 27

億 円  

老朽管調査率 ％  14 . 1  56  10 0  

管路改修率 ％  24 . 1  75  10 0  

下 水 道 施 設 の

改修 

改 修 計 画 に 基

づく改修状況 
―  未 済  未 済  

篠籠田貯留場

ポンプ施設 

改修済 

経 営 の  

健 全 化  

 

経 営 計 画 の

適正管理 

経 営 計 画 の 策

定状況 
―  

第１期前期

進行中 

第１期後期

改定 

第２期 (R8

～17)策定 

※ 経 常 経 費

に て 対 応  

経常収支比率 ％  10 5 .3  10 0  10 0  

企 業 債 元 利 償 還 金

対料金収 入比率  
％  68 . 3  70 . 2  56 . 5  

経 費 の 削 減 ，

使 用 料 収 入 の

適正化 

経費回収率 ％  98 . 1  10 0  10 0  

技 術 力 の 維

持 ， 新 技 術 の

活用 

新 技 術 の 活 用

状況 
― ―  ―  活用検討 

市 民 と

の 協 働  

 

広報の充実 
広 報 活 動 の 実

施回数 
回  8  5  5  

※ 経 常 経 費

に て 対 応  

環 境 教 育 の

場づくり 

下 水 道 を 通 じ

た 環 境 教 育 の

場づくり 

―  実 施  実 施  実 施  

指 標 に よ る

事業評価 

経 営 委 員 会 に

よ る 指 標 等 に

よる事業評価 

―  実 施  実 施  実 施  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

持 続  

【 素 案 】  

P20,40～ 43 

【 素 案 】  

P21～ 22 

P44～ 46 

【 素 案 】  

P23,47～ 48 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

K A S H I W A コ コ 撮 れ マ ン ホ ー ル  

 
 

広 報 別 冊 版  図 ― ８  広 報 活 動 の 事 例  



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 経 営 期 間 中 の 収 支 見 通 し の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 う に あ た っ て は ， 次 の 点 に 留 意 し ま

し た 。  

◆ 下 水 道 事 業 の 借 金 に 対 す る 積 立 基 金 残 高 の 割 合 が ， 市 全 体 （ 一 般 会 計 ＋ 特 別 会 計 ） と

比 べ て 低 い 。 災 害 等 に よ り 収 入 が 減 少 し た 場 合 で も ， 固 定 的 な 経 費 や 復 旧 活 動 に 要 す る

経 費 な ど の 支 払 に 備 え る 必 要 が あ る 。  

◆ 令 和 ６ 年 度 に 企 業 債 償 還 の ピ ー ク が あ る 。  

 

 表 ― １ に 示 す よ う に ， 一 般 会 計 繰 入 金 総 額 を 変 え て ３ ケ ー ス の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行

い ， 比 較 検 討 を 行 い ま し た 。  

 経 営 に つ い て は 総 額 の １ 番 大 き い Ca s e1 が 最 も 安 定 し ま す が ， 将 来 的 な 人 口 減 に よ り

市 税 収 入 も 減 少 が 見 込 ま れ る こ と ， 公 共 下 水 道 区 域 外 で 下 水 道 サ ー ビ ス を 受 け る こ と が

で き な い 市 民 も 負 担 す る 形 に な る こ と と い う 問 題 が あ り ま す 。  

 本 来 は Ca se3 で あ る べ き で す が ，   

企 業 債 償 還 額 が 令 和 ６ 年 度 ま で 高 止 ま  

り す る こ と を 考 慮 し C a se2 で 試 算 し た  

と こ ろ ， 次 期 計 画 期 間 R1 7 ま で の 積 立  

金 残 高 が ， 災 害 等 で 使 用 料 収 入 が 減 少  

し た 場 合 で も 支 払 必 要 額 と 見 込 ま れ る  

半 年 分 （ 約 5 0 億 円 ） を 確 保 す る こ と  

が で き ま し た 。  

 基 準 外 繰 入 金 に 依 存 す る 形 に な り ま  

す が ， 本 計 画 で は Ca s e2 で 試 算 し ま し  

た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

収 支 見 通 し  

表 ― １  シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 条 件 等  

 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 内 容  

Case1 一般会計繰入金総額 27 億円 

Case2 

一般会計繰入金総額を R6 まで 27 億

円，R7 から１億円ずつ減額し，R13

以降は 20 億円 

Case3 

一般会計繰入金総額を R3 から１億

円ずつ減額し，R17 以降は 12 億円

（基準内繰入金のみ） 

 

    表 ― ２  収 支 の 状 況   （ 単 位 ： 億 円 ）  

 
本計 画 期間  将来 見 通し  

R1 R2 R7 R12 R17 

収益 的 収入  93.77 96.28 97.94 98.44 95.19 

 

う ち 使 用 料 収 入  55.89 54.48 56.88 56.64 56.11 

うち一般会計繰入金 12.25 16.00 15.00 16.50 18.00 

うち長期前受金戻入 25.59 25.78 26.06 25.31 21.08 

収益 的 支出  89.01 93.30 95.87 96.99 93.54 

 

う ち 営 業 費 用  81.09 86.32 90.09 92.84 89.22 

う ち 減 価 償 却 費  47.27 47.68 50.85 52.19 48.97 

う ち 支 払 利 息  7.14 6.34 4.38 3.72 4.32 

経常 損 益  4.76 2.98 2.07 1.45 1.65 

資本 的 収入  37.47 73.85 36.84 29.45 26.55 

 

う ち 企 業 債  12.54 49.10 19.51 20.19 19.84 

う ち 国 庫 補 助 金  5.84 11.56 5.19 4.51 4.51 

うち一般会計出資金 

（ 補 助 金 含 む ） ②  
14.75 11.00 11.00 4.50 2.00 

資本 的 支出  53.28 98.19 61.65 57.64 55.35 

 
う ち 建 設 改 良 費  20.46 64.75 31.62 33.26 33.39 

う ち 企 業 債 償 還 金  31.03 31.29 27.04 21.39 18.95 

不足 額  △ 15.81 △  24.33 △ 24.79 △ 28.20 △ 28.80 

積立 金 残高  23.73 26.39 39.20 43.74 50.64 

企業 債 残高  355.41 373.21 358.15 340.09 347.48 

 
 

 

 本 計 画 で は ， 計 画 を 着 実 に 推 進 す る た め ， モ ニ タ リ ン グ （ 進 行 状 況 の 評 価 ） と ロ ー リ

ン グ （ 計 画 の 見 直 し ） に よ る P DCA サ イ ク ル を 回 し て 進 行 管 理 を 行 い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

計 画 の 進 行 管 理  

表 ― ３  経 営 指 標  

 経 営 指 標  指標 判 断  

収益性 

1 経常収支比率 ↑  

2 経費回収率 ↑  

3 汚水処理原価 ↓  

4 水洗化率 ↑  

効率性 5 有収率 ↑  

健全性 

6 流動比率 ↑  

7 
企業債残高対事業

規模比率 
↓  

老朽化 

状況 

8 
有形固定資産減価

償却率 
↓  

9 管きょ老朽化率 ↓  

10 
健全性把握率 

【柏 市 独自 の指 標 】  
↑  

※指標判断 

 ↑ :数 値の 高 い方 が 良い  ↓ :数値 の低 い 方が 良い  

 

図 － ９  P D C A サ イ ク ル  

 

 経 営 指 標 の他 都 市 ・ 経 年 比 較 や ， 下 水道 経 営 委 員 会 の

審 議 ・ 意 見 をも と に し て ， 経 営 分 析 の チェ ッ ク や 中 長 期

経営計画の見直しを行います。 

【 素 案 】 P 5 6 ～ 6 0  

【 素 案 】 P 4 9 ～ 5 5  


